
教 科 学 年 科 目 名 単 位 数 (総単位数) 記号番号

電子機械科 1 年 情報技術基礎 2 単 位 (70時間) 電機 1-4

社会における情報化の発展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報技術に関

学習目標 する基礎的な知識と技術を習得させ、情報および情報手段を活用する能力を育てる。

学 期 学習項目（単元名） 学 習 内 容（ねらい）

＜情報と情報処理＞ ・生活の中での各種情報の取捨、選択、活用につい

・情報技術の発展と情報化社会 て学習する。

1 ・日常生活とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ ・家電製品等への組込ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの利用について学習。

(22時間) ・これからのﾈｯﾄﾜｰｸ ・生産現場でのｺﾝﾋﾟｭｰﾀ利用。（CAD,CAM,CIM等）

・ﾏﾝﾏｼﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの発展過程、現状、問題点について学習

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと健康管理 する。

＜ソフトウエア＞ ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑでのｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの役割について

・ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの基礎 学習する。

・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｴｱの基礎 ・ﾜｰﾌﾟﾛ、表計算、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ等のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｴｱの

＜プログラミング＞ 操作方、使用するﾃﾞｰﾀ型式等について学習する。

2 ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語 （Ｃ言語） ・ﾌﾛｰﾁｬｰﾄを用いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの際の構造化等のｱﾙ

(26時間) ・ﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙの作成 ｺﾞﾘｽﾞﾑについて学習し、Ｃ言語により実際のｺｰﾃﾞ

・構造化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｨﾝｸﾞを行い、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成のﾌﾟﾛｾｽを学ぶ。

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成の流れ ・ｺﾝﾊﾟｲﾙ、ﾘﾝｸ等ﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ作成の手順を学ぶ。

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ ・データの入出力プログラムを作成する。

＜ハードウエア＞ ・2進16進10進数相互の変換について学習する。

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内部の 2進数 ・2進16進における四則演算を学習する。

3 ・数の変換 ・ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ､ｱﾀﾞｰ回路等の理解簡単な設計を行う。

(22時間) ・2進数の加算、減算 ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの5代機能、内部のﾃﾞｰﾀの流れを学習。

・論理回路の基礎 ・ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ技術(SCSI ､ IDE等)を理解する。

・応用論理回路 ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、LAN を取りまくﾈｯﾄﾜｰｸの種類、接続や

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本構成 設定法について学習する。

・インターネットとＬＡＮ ・ﾃﾞｰﾀ通信のﾌﾟﾛﾄｺﾙについて学習する。

・授業への意欲、態度等を評価する。

・年３回の定期テストの結果により理解度を評価する。

評価方法 ・授業時のノートを提出させて整理状況を評価する。

・課題、レポート等の提出状況、内容により評価する。

・全国工業校長協会主催の情報技術検定 3級・2級の結果により評価する。

留意事項 ・３学期中頃に行われる全国工業校長協会主催の「情報技術検定 2級」を全員受験。

使用教科書 教材名： ・「情報技術基礎 新訂版」実教出版 ・「情報技術検定問題集 2・3 級

Ｃ言語改訂版」

作成日：平成 24年(2012年)4月 1日


